	訓練１０

	神様が用いられる働き人(３)
－聖書が分かる人


１．聖書の性格
(1) 聖書は神様のみことばである(Ⅱテモ3:16)

◆聖書は神様の霊感によって、預言者、あるいは使徒を通して人間に与えられたみことばであるから、私たちにいのちの道案内となる。

(2)聖書は預言の書である(黙示1:3)

　◆これから起きる事件が正確に預言されているので、このみことばを知らなければ、災いを受けるようになる。

(3)聖書は永遠な約束である(イザ40:8)

　◆この約束は一つも偽りがないだけでなく、永遠に存在することを預言された。その理由は、神様が永遠であることを証明するためである。

　①聖書が私たちに与えられた方法(Ⅱペテ1:21)

　②聖書の優越性(Ⅰコリ2:13)

(4)聖書は必ずこの世でみな成就される(マタ5:17,18)

(5)聖書は誰も加減することはできない。聖書を変更すればのろわれるようになる(申4:2，黙示22:18,19)

　◆聖書を信じなかったり、加えたり、抜いてしまえば、のろわれるようになる。
(6)聖書は人生を明るい道に導きながら、堅く立てるみことばである。(詩119:105，使徒20:32)

(7)聖書は神様のみこころを発見して、悪いことと悪魔に勝つ武器である。(マタ4:4，7，10)

２．聖書の内容

◆聖書が現わす主題は何であろうか

(1)人間が悪魔の誘惑を受けて神様を知らない罪人となり、その罪によって地獄に行くという事実を警告している(創世3:1-13，エペ2:1-3)

(2)罪の中にいる人間に来られるメシヤ(イエス・キリスト)を信じれば救われるようになるという約束である。(創世3:15，ヨハ8:56)

(3)旧約に４００回以上約束されたその方が、この世に来られたという証拠が新約聖書である。(イザ7:14，マタ1:21)

(4)このイエスを信じて受け入れる者は救われるようになるという約束である。(ヨハ3:16, 1:12, 8:44)
(5)このイエスを信じて受け入れる者は、その人の中に聖霊がおられるようになり、その人を導いてくださるという約束である(ヨハ14:16，26，ロマ8:2)

３．聖書を学ばなければいけない目的

(1) ヨハ20:31

(2) ロマ15:4

(3) Ⅰコリ10:11

４．聖書を悟る方法(詩119:10)

　　
